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　 In　order 　to　investigate　the　relation 　between　fbot　sizes 　 and 　leather　shoes 　 sizes，　the　fbot　lengths

and 　ball・jeint　girths　of 　right 　and 　left　feet　in　Japanese　adu 且ts （149　males 　and 　l　78　females）were

measured ・Their　proper　shoes 　s三zes 　were 　assigned 　to　Jls　Standard　frorn　the 　measurement 　valucs ・

　The　similarity 　betwcen　proper　size 　and 　selI」stylcd 　size 　of 　leather　sh   5　in　each 　subject 　was 孟n 。

vcstiga こed 　concemed 　w 量th　three　grades　of 　favoritc丘tted　feeling　of 　the　foot　to　shoes ：
‘‘

tight，
” “ fit”

and
‘‘100se．”

　The　lnost ｛1equent　self，styled 　sizes　were 　25．0 （cm ）EEE 　in　males 　and 　23．0 （cm ＞EE 　in　females

in　JIS　standard，　 The 　38％ in　ma 置es　and 　59％ in　females　recognjzed 　their　self・styled 　sizes 　of 　their

foot　leng吐hs，　but　without 　the　recognition 　of 出 eir　bal］−jointgirths，

　As　the　grade　 of 　fitted　feeling　shifted 　from ‘‘
tight

”
to

‘‘100seノ
’

thc 　 diHference　betwccn　propcr
size 　and 　se膿 8tyled 　5ize 　of 　the　foot　length　became 　blgger　in　males

，
　but　 the 　tendcncy 　was 　not 　clear

in   alcs ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Reccived　Oct・ ber　18
，
1990）

KeyWords ：　proper　size 　of　leather　shocs 革靴の 適正 サ イ ズ ，　 self−styled 　size　ef 　leather　shoes 革靴

の 自称サ イ ズ，JIS　Standard　 JIS規格，　fitted｛feeling　of　the 　foot　to　shoes 足 の 靴に 対す る 「適合

感」．

　1． 緒　　言

　 日本人の 足 を 計測 して 日本人 の 足型，ある い は，こ れ

に 適合 した 靴を 作 る さい の 基礎 デ ー
タ に し よ う とい う試

み は ， 多 くの 人 び と， た と えば近藤 ら
1）

，
Baba2 ）

， 河内
3，4）

，

石橋
S）G〕

などに よ っ て 行われて き た．こ の ほか IC，足を

計測 し て 足 の 成長 （近藤7，，小山 らs）

），足 の 時代変化

（河内 ら
9）
）な どを論 じた も の もあるが，日本人の 足 の 形

状 と靴 の サ イ ズ との 関連に まで 十分に 踏み 込ん で い る研

究 は 少な い と思 わ れ る．

　昭和 52年度か ら昭和 54年度 の 3年間 ， 全 日本履物団

体協議会 （以下 ， 全履協と略す）は，通商産業省生活産

業局か ら 「靴型基 準作成 の た め の 調 査 研 究」（全履

協
10）−12）

）の 委託を 受け，日本人 の 足型を計測 し，デー

タ を 収集，整 理 し た （日本規格協会
13 ）

）．こ の 「靴型基

準作成 の た め の 調 査研究 」 の 結果を 基 に ， 1983年 に JIs
S5037 「靴の サ イ ズ 」（日本規格協会

13⊃
）が 制定 され る

運 び とな っ た．

　昭和 62年度 に 全履協 は ， 再 び 靴の Jls規格の 見直 し

を も意図 し て 3歳か ら 60歳に わ た る 男女 の 足 を 全国的

に 計測 し た ，こ の と きの 値 （全履協
14）

）を 昭和52 ・53 ・

54年度 の デー
タ と比較して 作成 さ れ た 「足型の 且0 年間

（昭 和 52年度〜昭和 62年度）に お け る変化」に 関す る
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表 1．靴 の サ イ ズ （JIssso37−1983）
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日 本 人 成人 の 足 の 計測値か ら み た 革靴 の 適 正 サ イ ズ と 自 称 サ イ ズ の 一致度

報告書 （全履協
15，

）に お い て ， 足の 計測値か ら割 り出 し

た 靴 の 適正 サ イ ズ と 自称 サ イ ズ の 関 係に つ い て は 右足 に

つ い て は 検 討 された が，左右両足に つ い て は 検討 されて

い な い ．

　 わ が国の 靴の サ イ ズ は 表 且に 示す よ うに，Jls　s　5037

「靴の サ イ ズ 」 に よ っ て，且2 歳以上 の 男子用 お よ び女子

用 の サ イ ズ 表で は ， サ イ ズ区分の 間隔を足長サ イ ズ に つ

い て は 5m 叫 足囲表示サ イ ズ に つ い て は 6mm に ，ま

た 同
一の 足囲表示 サ イ ズ （以下，足囲 ボ ール 表示 サ イ ズ

と呼ぶ）で は ，足長サ イ ズが 且サ イズ 大 きくなる ご とに

足 囲 が 3mm ずつ 増える よ うに 規定 され て い る，

　 こ の よ うに ， JIS規格に よ る靴 の サ イ ズ は，足 の サ イ

ズ ， すなわ ち，足 長 と足囲 （以下，足囲 ボ
ー

ル と呼 ぶ ）

の 値そ の もの の 組合 せ で 表 示 され て い る．し た が っ て ，

消費者が 自己 の 足の サ イ ズ を よ く認識 して い なければ，

正しく適合す る靴を選択で きな い とい うこ とに なる．

　
一

方，靴型の 特徴や 靴の デ ザ イ ン ．靴 の 材料，製法等

に よ っ て ， 足 の 靴 に 対す る 「適合感」 が異な っ て くる．

しか も足 の靴に 対す る 「適合感」の 好み に は，個人差が

ある と思わ れ る，した が っ て，足 の サ イ ズ と靴 との 関係

を 検討す る さい に は ，「適合感」の 好み を も考慮に 入れ

て検討す る必要が あ る と思わ れる．とこ ろが，今 まで に

こ の 「適合感」の 好み を考慮 して 検討 した 研 究 は 見 あ た

らない．

　本研究 では，まず左右両足の 足長，足囲ボ
ー

ル を計測

し，そ の 計測値を Jls規格に あて は め て，靴の 適正 サ イ

ズを 求め た．そ して ， 靴 の 適正 サ イ ズ と 消費者自身の 申

告に よる 靴 の サ イ ズ （自称 サ イ ズ ） との 一致 度 が，「適

合感 」 の 好 み とどの よ うな 関係に あ る か と い う こ と を，

検討す る こ とを 目的 と した．

50 歳代 33 名の 計 178 名の 男女合計327 名で ある ，

　 （2）足 の 計測項 目 ・
計測方法お よ び計測担当者

　 足の 計測で は，Martin・Sal！er16 ，
，
　Martin −Knussmani7 ，

に 基づ く計測法，た とえ ば保志
ls｝

の 成 書 に あ る よ うな計

測 法が 人類学関係 を 中心 と し て よ く用 い られ る が ， 本研

究は足 に 適合す る靴 を造 る こ とを 究極 の 目的 と して い る

の で，全履協 の 計測方法をも用い る こ とに した．こ の 計

測法とは，全履協の 「靴型基準作成の た め の 調査研究報

告書
ll）
」 お よび 「足型研究開発事業報告書

19）
」 に記され

て い る よ うに ，全履協が昭和 52年度か らの 3 年間 お よ

び昭和 6且，62 年度 に わ た っ て全 国 的 に 足 の 計測 を行 っ た

ときの 計測法で あ る．

　 計測 に さい し て は，図 1 に 示 す よ うに，裸 足 の 被験 者

を計測台上 に 引か れて い る線に 各足 の 足軸 （踵点 と第 2

指先端を結んだ線の 水 平投影線）を合わせ た上 で，両足

の 間隔を 15cm か ら 20・cm と し， 両足に 等分に 体重を

か けて 立たせ た．図 1に は ， 全履協方式 （全履協
19）

）の

足長 （以下 ， 足長 と呼ぶ ） の 計測器具 お よび計測方法を

示 す．足長 は，踵 点 （踵 の 最後方突出点，保志
ls），　p．　64）

か ら第 1 指先端 また は 第 2 指先端まで の 距離を 足軸 と平

行に 計測 し，長 い ほ うを 足長 と した，

　足囲 ポ ール に つ い て は ，図 2 に 示 す よ うに ，表面を ビ

ニ ール 塗装した布製の ガ
ース メ ジ ャ

ー
で 足を締 めつ けな

い 程度に，脛側中足点 （第 1 中足骨頭で最内側方へ の 突

出点） と腓側中足点 （第 5 中足骨頭 で 最外側方へ の 突出

点） とを通 る周径 （保志
ls），　 p．　65）を計測 した．

　計測担当者は，前述の 昭和 52 年度 の 「靴型基準作 成

の た め の 調 査研究」 の 当初か ら足 の 計測 に あた っ た本 報

の 著者 の 大 塚，高橋，近 藤 の S 名 で ある．計測 は，平 成

2 年 の 5 月 と 6 月に 実施 した ．

　 2 　研究方法

　 （1）被 験 者

　本研究の 被験者は ，革靴 メ ーカ ーO 社 の 関連会社 を含

む従業員で あ っ て ， 健常な足をもっ て い る成人男女で あ

る．勤務場所 は，東京都，横浜市，松戸市 お よ び八 日 市

場市の 4 ヵ 所 で ある．こ の よ うに ，製靴会 社 の 従業 員を

選んだ の は ， 従業員が 日頃か ら足型と靴 との 関係 に興味

を もっ て お り， 後述の ア ソ ケ
ー

トの 調査項目に ある と こ

ろ の 靴の 自称サ イ ズ をもよ く知 っ て い て，足 の 靴に 対す

る 「適合感」の 好み に つ い て も正確な回 答を期待で きる

と考え た か らで ある．年齢層別 被験 者数 は，男性で は

30歳代 110名，40 歳代 22名，50歳代 17名の 計 149名，

女性で は 20歳代 39 名，30歳代40名，CO歳代 66 名 ，

足軸 （基準線）

（313）

ス ラ イ ド式計測子

図 1．足長計測器 （全履協方式） お よび 計測方法
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腓

　　　 足点

図 2．足囲 ポ ー
ル の 計測 器 具お よび 計測方法

　（3）ア ソ ケ
ー

トに よる調査項 目

　計測実施前に 各被験者に ， 氏名， 生年月 日 ， 身長 ， 体

重，靴 の 自称 サ イ ズ （現 在履い て い る 靴 の サ イ ズ ）， お

よ び 足の 靴 に 対す る 「適合感 」 の 好み に つ い て の ア ン

ヶ
一

ト調査を実施 した．自称 サ イ ズ とは，ふ だ ん よ く履

い て い る靴の 足長サ イ ズ （た と えば 23．0（cm ））と足 囲

ポ ール 表示 サ イ ズ （た と えば EE ）の 2 項 目に よ る表示

の こ とで ある．

　足 の 靴に 対す る 「適合感」 の 好み とは，靴の 足入 れ感

に つ い て の 被験老の 好 み を， 「ぴ っ た り」，「ふ つ う」 お

よ び 「ゆ るめ 」 の 3段階に 分けた もの で ， お お よそ の 基

準 は 次の とお りで ある．

　「ぴ っ た り」： 靴を履い て 直立 して い る状態で ，靴の 中

で 足を 前進 さ せ た と き，踵 上 部 と靴 の 履き 口 との 間に 手

の 小指 （第 5 指）が 入 らな い 程度．

　「ふ つ う」： 同 様 の 状態で，踵 上 部 と靴 の 履 き口 との 間

に手の 小指 （第 5指） が 入 る程度．

　「ゆ るめ 」： 同様 の 状態で ，腫上部 と靴の 履 ぎ口 との 間

に 手 の 人 差 し 指 （第 2 指） が 入 る程 度，

　な お，靴の 自称 サ イ ズ と 「適合感」 の 回答 に 関 して は，

靴 の 自称サ イ ズを先ず 回答 して もらい ， 次に その サ イ ズ

の 靴を履い た 状態を 想定 し な が ら，「適合感 」 に つ い て

回答して もらっ た．

　（4）靴の 適正サ イ ズ

　靴 の 適正 サ イ ズ とは，足長 と足囲 ボ ール の 計測値を，

Jls　s　so37 「靴の サ イ ズ 」（日本規格協会
t3）

） の 規格サ

イ ズ 表 に あ て は め た もの で あ る．一
つ の サ イ ズ 区 分 の 寸

法範囲に つ い て は，本規格の 中で と くに 規定 されて は い

ない が ， 計測値 が 整数で あ る こ とか ら， 足長に つ い て は

中心 値 ± 2mm ，足 囲 ボ ール に つ い て は 中 心 値
一3mm

か ら中心 値 ＋2mm とす る こ とが 本規格制定当時か らの

靴業界合意の 考え方である．た とえ ば，男子用靴 の サ イ

ズ 24．5EE の 足長鯛 は その 中心Mh；　245　mm である

か ら，
243〜247   混 囲 ボール 鯛 は そ の 中心 値 が

246　mm で あ る か ら，243〜248　mm と な る． し た が っ

て ，男性 で 足長が 246　mm
， 足 彫 一ル が 243   で あ

る人 の 靴 の 適正 サ イ ズ は 24．5EE とい うこ とに な る．

　 3．　　結果お よび 考察

　表 2に男性 149名， 女性 178名 の 足長 ， 足囲 ボール の

平均値お よび標準偏差を左右足別 に 示す．な お，被験者

自身の 申告に よ る身長 お よび 体重 の 平均値と標準偏差 も

表 2 に示 した．男女 と も に 足長 と足囲 ボ ー
ル それぞれ 【0

歳ご との 平均値に お い て ，年代間 に 5 ％ の 危 険 率 に お い

て 有 意 な差 が 認 め られ な か っ た の で，男女 と もに す べ て

の 年代を ま とめ て 分析す る こ とに した．

　現在，靴業界に お い て つ くられ て い る 靴 の 中心 的 サ イ

ズ は 紳土 靴 で は足 長 25，0（cm ），婦人靴 で は 23．　O（cm ）

で あ る．Jls　s　5037 「靴 の サ イ ズ」 の 規格表 に あて は め

て 判定され た被験者の 適正サ イ ズ の うち，男性 149名 に

つ い て，足長 だ け で み る と，最も多 い サ イ ズ は，右足が

24．　5 の サ イ ズ で 25名 （16．　8　A° ）， 左足が 24，0 の サ イ ズ

で 25 名 （且6．8 ％）で あ っ た ，足長だ け で な く足囲 ボ
ー

ル を も入 れ た JIS規格サ イ ズ で み た 場合 に は ， 最も多 い

表 2．足 長 ・足囲 ボ ール お よ び身長 ・体重の 平均値 お よび標準偏差

男　　性 女 　　性

計測 項 目 右 足 （  ） 左 足 （mm ） 右足 （mm ） 左 足 （mm ）
n

2 S．D ． 否　　 S．D ．
n

j 　　 S．D ． 2　　 S．D ，

　

ル

　

［
長

ボ

長

重

　

囲

足

足

身

体

149　 　 248．6

149　　247．6

149　　　168，7（  ）

149　　　　63．4（kg）

且1．4 　　　 247．9 　　1L8

12．3　　　　　　248．且　　　 12，8

6．5（cm ）　　　一　　　　一

8．9（kg）　　　　一　　　　　一

178　　226．9 　　10．0

178　　　227．且　　　 11．0
178　　　154．1　　　　5．8

178　　　　5S．1　　　　8．7

226．4　　　10」2
227．3 　　11．6
　 − 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　@

　 一　一　　　　　　　　　　　　　

　 　 一 5 ：平均値，S ．　 D ．
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日 本人 成 人 の 足 の 計測値 か らみ た 革靴の 遭 正 サ イ ズ と 自称サ イ ズ の 一致度

の は ， 右足が 24．5EE （ポール 部周径が 246   ）で g

名 （6．0％），左足が 24．OEE （ボール 部周径が 243　mm ）

お よ び 24．5EEE （ボ
ール 部周径 が 252　mm ）で そ れ ぞ

れ 7 名 （4．7Ae）で あ っ た．

　女性 178名に つ い て は，足長だ けでみ る と，最 も多い

の は ， 右足h；23．　0 の サ イ ズ で sa 名 （2L　3％），左足 が

225 の サ イズ で 40名 （2Z　5 ％）で あっ た．足長 だ けで

な く， 足 囲 ボール を 入 れた JIS規格サ イ ズで みた 揚合に

は ， 最も多い の は 騨 右足が 23．OE （rk　一ル 部周径が 228

mm ）で 15名 （a　4 ％），左足 が 22．5EE （ボ ール 部周

径Pl　231　mm ）で 15名 （8．4Ae ）｝け ぎなか り た．

　一
方， 自称サ イ ズ の うち最 も多い の は，男性 149 名で

は 足 長 だ けで み る と，25．0 で 28名 （18，8 ％），足 囲 ボ ー

ル を入 れた Jls規格サ イ ズ で み た場合 に は 25　EEE（ボ ー

ル 部周径 が 255mm ）の 19名 （12．　8　Ae），女tr　178名で

は，足長だけで は 23．　0で 27名 （15，2％）， 足囲 ボ ール

を も入 れた JIS規 格サ イズ で みた 場 合に は，23　EE （ボ

ール 繝 径が 234　mm ）の ll名 （a　2 ％）で あ り た，

　（1）足 の 靴に 対す る 「適合感」 の 好み別 に みた 自称足

　　　長 サ イ ズ と適 正足 長 サ イ ズ と の 差異

　 自称足 長 サ イ ズ と適正足 長 サ イ ズ の 差を 求め る た め に ，

自称足長 サ イ ズ か ら，左右の 適正 足長 サ イ ズ の うち どち

らか 大きい ほ うを差 し引い た 値を求め た．適正足長サ イ

ズ を左右足の うち ど ち らか 大きい ほ うと した の は，一
般

に 消費者は左右 どち らか 大 きい ほ うの 足に 合わせ て 靴を

購入 して い る と考 え られるか らで あ る，た とえば，この

値が 一1．0（cm ） の者は ，適正足長サ イ ズ よ りも 2 サ イ

ズ小さい 靴が ， また ， ＋ 0．5（cm ）の 者は ， 適正足長サ イ

ズ よ りも 1サ イズ 大 きい 靴が，それぞれ 自分に 合 っ て い

る と考 え，こ れ らの足長サ イ ズ の 靴を 選 ん で 履い て い る

とい うこ とに なる．靴の 「適合感」 の 好みが ，靴を 孵入

す る さい の サ イズ選択 とどの よ うな関係に ある の か を明

らか に す る た め に ， 自称足長サ イ ズ と適正足長 サ イ ズ と

の 差 の 分 布を，「適合 感 」の 好 み別 に 男性 に つ い て は 図

ひ a，女性に つ い て は図 3−b に それぞれ示 した ．

　 こ れ に よ る と，図 3−a の よ うに ，男性 の 足長 で は，自

称サ イ ズ と適正 サ イ ズ の 差 の 分 布 は，「ぴ っ た り」 が

一1．0〜＋ 0．5（cm ），「ふ つ う」が 一〇．5〜＋ L5 （cm ），

「ゆ るめ」 が 一LO 〜＋ L5 （cm ） の 範囲内に あ り， 最も

出現率が高い の は 各 タ イプ とも，足 長の 自称サ イズ と適

正サ イ ズ が一
致する者 （士0（ern ）） で あ っ て，全体の 約

41 ％ を 占め て い た ．また ， 「適合感」 の 好み が 「ぴ っ た

り」で は ， こ の 値が負に な る者 ， す なわ ち足長の 自称サ

イ ズ が適正 サ イ ズ よ り小さい 者の 割合が 多 い が ， 「ふ つ

ぴ っ た り

（n
轟26）

ふつ う
〔n ＝51）

ゆ るめ

（n ＝鋤

o2a40GO
（単位 ： ％ ）

80　　 10Q

　　　　　　函　 圀　 口　 國　 ■　 圜

　 　 　 　 　 　
一1．O　 −O．5　 0　　 0．5　 1．0　 1．5　（cm ）

図 3−a．足 の靴に 対す る 「適合感 」の 好 み別に み た 足長

　　　　の 薗称サ イ ズ と適正 サ イ ズ との差 異 （男性 ）

ぴ っ た り

（n ＝51）

ふ つ う

（n 　＃　103）

ゆ る め

（nt22 ）

（単位 ； ％）

0

　　　　　　圀　　囗　 圜　 ■　 圜　 囲

　　　　　
一 ．5 　　0　　　0．5　　1．0　　1．5　　2．0 （cm ）

図 3−b．足の 靴に 対す る 「適合感」の 好み別に み た 足長

　　　　の 自称サ イズ と適正 サ イ ズ との 差異 （女性）

う」，厂ゆ るめ 」 とな るに つ れ て ，正 の 値に な る 者，す な

わ ち足長の 自称サ イ ズ が適正 サ イ ズ よ りも大 きい 者 の 割

合 が増加 して い る。

　女性の足長で は，図 3−b の よ うに，自称サ イ ズ と適正

サ イ ズの 差の 分布は ， 「び ウ た り」が 一〇．　5−一＋ L5 （cm ），

「ふ っ う」 が 一〇．5〜 十 2．0（cm ），「ゆ るめ 」 が 一〇．5〜

十 L5 （cm ） の 間に あ っ て，最も出現率が 高い の は ，「ぴ

っ た り」 と 「ゆるめ 」が ， ともに ＋0．5（cm ），「ふ っ う」

が ±O（cm ）で あっ た．足長の 自称サ イ ズ と適正サ イ ズ

が一致す る 者 （±0（cm ）） の 割合は，女性は 男性 よ りも

低 く，全体の 約 32％で あっ た ，各 タ イ プ と も に，こ の

値が 正 の 値に な る者，すな わ ち足長の 自称サ イ ズ が適正

サ イ ズ よ り も大きい 者の 割合が 50 ％ 以上 を 占め，厂適合

感」 の 好み が 「ぴ っ た り」，「ふ つ う」， 「ゆるめ 」の 順に

正の 値に な る者の 割合が 増加す る 傾 向は み られ なか っ た．

　（2）足の 靴に対 す る 「適合感」 の 好みSllに み た 自称の

　　　足 囲 ボ ール 表示 サ イ ズ の 割合

　「適合感」の 好み と 自称の 足囲 ポ ール 表 示 サ イ ズ との
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ぴ っ た り

（n ＝22）

ふ つ う

（n 　’＝　39）

日 本家 政 学 会誌　Vol．43　Ne ．4 （1992）

（単 位 ； ％＞

　 ゆ るめ
　 （n ＝32）

　　　　　　 圀 E ロEE 囲ε EE 囗 EEEE

図 4−a，足 の 靴に 対する 「適合感」 の 好み 別に み た 足囲

　　　　ボー
ル の 自称サ イ ズ の 割合 （男性）

ぴ っ た り
（n 躍  ）

ふ つ う　 2．
（n 窩 

0

　　　　　　　　　 （単位 ： ％）

20　　　　40　　　　60　　　　80　　　　100

　 ゆ るめ

　 （n ＝1）

　　　　　　　團 D 　 臨 　 ロ EE 囲EEE

図 4−b．足 の靴に 対す る 厂適合感」 の 好み 別に み た 足 囲

　　　　ボ ール の 自称 サ イズ の 割合 （女 性）

　 　 　 　 　 ．・．r．噛し　 　 ・・．．漣．、・・ヨ・L

35
　 鞭 懸 黨 韈

。15．　　 　 43．5 妻灘覊 懿

14．　　 28，6 覊 轗 覊　　　　つ1

関係 を 明 らか に す る た め に ，「適合感」 の 好み別 に み た

自称の 足囲 ボ ール 表示サ イ ズ の 分布を，男 性 につ い て は

図 4−eq 女性に つ い て は図 引 b に そ れ ぞれ 示 した．足囲

ポール サ イ ズ の 表示 記号を知 らない で足長サ イズ だけを

回答 した者は ， 男性で は 見49 名の うち 56名 （37．6％），

女性 で は 178名の うち 105名 （59．　0　Ae） で あっ た．

　足 囲 ボ ール 表 示 サ イ ズ を 知 らな い 被験者が，男性 よ り

も女 性に 多か っ た 理 由 と して は，足 囲 ボ ール サ イ ズ が必

ず し も靴に 表示 されて い るわ け で は な く， とくに 婦人靴

で は 足囲 ボ ール サ イ ズ が表示されて い る もの は少ない た

め と考え られ る．こ の よ うに ，自分の 足に つ い て の 認識

が高い と期待された 製靴会社の 従業員で さ え も，女性の

約 6割が足囲ポール 表示サ イ ズ に つ い て無回答とい う結

果を み る と，一般 の 消費老の 場合に は ， 自分の 足囲 ポー

ル 表示 サ イ ズ を知 っ て い る者は ， さ らに 少ない と考 え ら

れ る．

　 自称 の 足囲 ボ ール 表示 サ イ ズ を回 答 した者 だ けに つ い

て 分析を 行 っ た 結果，図 4−a の よ うに ，男性 で は，自称

の 足囲Pt　一ル 表示 サ イ ズ を 回答した 93名の うち，厂適合

感」の 好み が，「ぴ っ た り」 が EE と EEE ， 「ふ っ う」 が

60

EE か ら EEEE ， 「ゆるめ 」 が E か ら EEEE の 間 に 分布

して お り，各 タ イ プ とも EEE の 割合が 多 く，　 EEE は

「ぴ っ た り」 で は 59．1 ％， 「ふ つ う」で は 64．1％， 「ゆ

るめ 」 で は 78．1 ％と しだ い に 増加す る傾向がみられた．

男性で は ， 自称の 足 囲 ポール 表示 サ イ ズが EEE に 集中

して い た こ とが 注目 され る．

　 女 性 で は ，図 4−b の よ うに ，自称 の足囲 ボール 衷 示 サ

イ ズを 回 答 し た 者は 男性 よ り も少な く，その 数 73名の

うち ， 「適合感」の 好みが，「ぴ っ た り」 が E か ら EEE ，

「ふ つ う」が D か ら EEE ，「ゆ るめ」 が E か ら EEE の

間に 分布して い る．女性の EEE は，男性 の EEE が占

め る割合 （図 4−a ）の よ うに極端に 多 くは ない が，「ぴ

っ た り」 の 35％， 「ふ つ う」の 39．1％ ， 「ゆ る め」の

57．1％と，し だい に 増加 して い る こ とが 注 目 され る，

　図 4−a，b に お い て み られ る よ うに，男 女 と もに ．「適

合感」 が 「ぴ っ た り」， 「ふ つ う」，「ゆ るめ 」 と移 る に つ

れて ， 自称 サ イ ズ の 足囲 ボール 表示記号が 大きくな る．

　 （3） 自称 サ イ ズ と適正 サ イ ズ と の 関係

　前述の よ うに，自称サ イ ズ と して 最 も多 く属 して い る

の は，男性 149名で は 25EEE の 19名 （10．7 ％），女性

178名 で は 23EE の ll名 （6、 2 ％） で あっ た ．さ らに ，

紳士靴の 25（cm ）と婦人靴の 23（cm ）は 靴型を製作す る

さい の 基準サ イ ズ とされて い る．そ こで，男性で は 自称

サ イ ズ 25　EEE ，女性で は 自称サ イ ズ 23　EE の 者の 左右

の 足長 と足囲 ボール の 計測値を，男性 で は 25EE 瓦 女

性で は 23　EE の サ イ ズ 範囲 が示 され て い る図 5−a，　b に

そ れ ぞ れ 図示 して ，実際の 足の 計測値 と自称サ イズ とが

どの くらい 隔た っ て い るか に つ い て 検討した．

　 これ に よる と，男性 で は 自称サ イ ズを 25　EEE と回答

した 者 19名の うち ， 左右足 と もに 25　EEE の 適正サ イ

ズ の 範囲 に 含まれ る と判断され た 者は わ ずか 1名だ け で

あ っ て ， 左右どちらか の足 の 適正サ イ ズ が 25　EEE で あ

る と判 断 され た 者を 含め て も 5 名で あ う た．

　女性 に つ い ては ，自称サ イ ズ を 2S　EE と回答し た 者

11名の なか に ，左右足 ともに 23　EE の 適正 サ イ ズ の 範

囲に 入 る者は皆無で あ っ て ， 左足 だ け が 23EE の 適正

サ イ ズの 範囲に 入 る と判断 され た者が 2 名含まれて い る

だけで あ っ た．

　 図 5−a
，
　b に お い て ，足 長，足 囲 ボ ール は ， 男性で は，

25EEE の サ イ ズ 範囲を 中心 と し て 分布 して い るが ， 女

性では，23　EE の サ イ ズ範囲 よ りも小 さ い ほ うに 偏っ て

分布 して い る こ とが 注目され る．こ の よ うに ，女性 が，

適正サ イ ズ よ りも大きな靴を 履い て い る の は，適正 な足

長サ イ ズ で靴を選ぼ うとして も，本人 の 足囲ボール サ イ

（316）
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図 5−a 自称サ イ ズが 25　EEE と回 答 し た 被験者 の 足長

　　　　お よび足囲 ボール 計測値 （男性）
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図 5−b．自称サ イ ズが 23EE と回答した被験者の 足長お

　　　　よ び 足囲 ボ ー
ル 計測値 （女性）

ズが大 きい た め に，実際は 足長 サ イ ズが数 サ イ ズ大ぎい

靴を購入す る場合 が 多い と考え られ る，こ の こ とは ， 市

場で 最も多い 婦人靴 の 足囲 ボール の 大きさは ， 表示され

て い な い 場合が 多 い が，D や E に 相当す る もの が 多い と

い う実状 を反 映 し て い る．しか し，婦 人 靴 に お い て も，

紳士 靴 と 同様に 足囲 ボ ール 表示 サ イ ズ D ・E ・EE ・EEE ・

EEEE などの 靴が 豊富 に 店頭 に と りそ ろ え られるの を切

望 した い．

　4． 要　 約

　（1）足 の 形状 とその 革靴 の サ イ ズ との 関連を検討す る

た め に ，日本人成人の 男性 149 名，女｛生 i78名の 左右両

足 に つ い て ， 足長 お よ び足囲ボ ール を計測 した．こ の 計

測値をもとtC，靴の 適正サ イ ズ をJls規格 に よっ て 判定

した．同時 に 足 の 靴に 対す る 「遮合感」 の 好み を ， 「ぴ

っ た り」・「ふ つ う」・「ゆ る め 」 の 三 つ に 分類 して ． そ の

分類 ご とに 靴 の 適 正 サ イ ズ と自称サ イ ズ の
一致度を検討

した．

　 （2）革靴 の 自称 サ イ ズの うち最 も多い の は ， 足長 サ イ

ズ で は 男性が 25．0（cm ），女性が 23．　O（cm ） で あ っ て ，

足囲ボ ール 表示 サ イ ズ を あわ せ て み た 場合に は，男性で

は 25EEE （ボ ール 部周 径が 255　mm ），女性 で は 23　EE

（ボ ール 部周径が 234mm ）で あ っ た，

　（3）足 長 の 適正 サ イ ズ と 自称サ イ ズ の
一致度 は，男性

で は 約 41％，女 性 で は 約 32％ で あ っ た．被 験者 の う ち，

男性 は 38％ の 者が ， 女性 は 59 ％の 者が 自分の 足 長 サ イ

ズ は 知 っ て い る が ， 足囲 ボール 表示 サ イ ズ に つ い て は知

らな か っ た ，こ の 結果は ，と くに 市場 に 多 く出 回 っ て い

る婦人靴に，足 囲 ボ ール サ イ ズの 表示が ない 場合 が 多い

が， D や E に 相当す る もの が多い とい う事情に よる もの

と考えられた．

　 （4）足長の 自称 サ イ ズ と適正 サ イ ズ との 差異を み る と，

「ぴ っ た り」，「ふ つ う」t 「ゆ る め 」 と移 る に つ れ て，男

性 で は 自称サ イ ズが適正 サ イ ズ よ りも大 きい 者の 割合が

増加す る が，女性 で は こ の 傾向は 認め られなか っ た．

　（5）足 の 靴 に 対 す る 「適合 感 」 の 好 み を，「ぴ っ た

り」
・「ふ つ う」

・「ゆ るめ 」 の 三 段階に 分けて み る と，男

女と もに 「ぴ っ た り」
・「ふ つ う」

・「＠ る め 」 と移る に つ

れて ，自称 の 足囲ボ ール 表示 サ イ ズ は し だ い に 大 きくな

る傾向がみ られ た．

　 （6）女性の 自称 サ イ ズ は ，足 長 ・足 囲 ボ
ー

ル の 計測 値

か ら判定 され る 適正サ イ ズ よ りも大 きい 傾向が 認 め られ

た、
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